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観
光
と
い
う
と
普
通
は
自
然
景
観
や
歴
史
遺
産
の
見
物
を
想
像
す
る
が
、
最
近
は
産
業
施
設
の
見
学
が
流
行
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
工
業
製
品
の
輸
出
振
興
を
目
的
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
か
ら
工
場
な
ど
の
見
学
を
推
進
し
て
き
た
が
、
日
本

で
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
り
工
業
生
産
の
中
心
地
帯
で
あ
る
愛
知
県
内
の
生
産
施
設
を
対
象
と
す
る
観
光
が
登
場
し
、
国
内

だ
け
で
は
な
く
国
外
の
人
々
に
も
人
気
に
な
っ
て
き
た
。 

 

企
業
の
生
産
能
力
の
秘
密
が
集
中
し
て
い
る
工
場
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
方
向

転
換
の
背
景
は
伝
統
産
業
の
分
野
で
技
術
や
生
産
を
継
承
す
る
人
々
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
と
い
う
危
機
意
識
で
あ
る
。
そ
こ

で
大
学
が
入
学
者
数
を
確
保
す
る
た
め
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
す
る
の
と
同
様
に
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が

登
場
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
巨
大
企
業
よ
り
も
中
小
企
業
が
熱
心
で
、
一
社
単
独
で
は
な
く
、

地
域
の
何
社
か
が
共
同
で
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
工
場
見
学
は
修
学
旅
行
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
最
近
は
外
部
の
人
々
の
工
場
見
学
が
企
業
の
社
員
の
意
識
改
革
を
推
進
す
る
手
段
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ

る
。 

 

実
際
、
外
部
の
人
々
が
見
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
職
人
が
服
装
や
作
業
に
気
配
り
し
、
工
場
内
部
の
整
理
整
頓
が

実
施
さ
れ
、
仕
事
へ
の
意
欲
が
向
上
す
る
な
ど
の
波
及
効
果
も
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
従
来
は
そ
れ
ほ
ど
関
心
の
な
か
っ

た
周
辺
地
域
の
工
場
の
動
向
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
協
力
し
て
新
規
の
事
業
を
開
発
す
る
と
い
う
相
乗
効
果
も
登
場
し

て
い
る
。 

 

正
確
な
統
計
は
存
在
し
な
い
が
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
今
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
企
業
単
独
で
は
な
く
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
実
施
し
て
い
る
場
所
は
一
〇
年
前
に
は
全
国
で
一
五
ケ
所
程
度
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で

は
四
倍
以
上
の
六
五
ケ
所
に
増
加
し
て
お
り
、
人
口
も
産
業
も
大
都
市
圏
へ
吸
収
さ
れ
て
い
く
地
域
の
対
抗
戦
略
に
な
る
と

い
う
期
待
も
あ
る
。 

 

以
下
に
数
例
を
紹
介
し
た
い
。
新
潟
県
五
泉
市
は
ニ
ッ
ト
企
業
の
集
中
が
国
内
最
大
の
地
域
で
あ
る
が
、
輸
入
製
品
が
増

加
し
て
危
機
意
識
が
発
生
し
、
二
〇
一
六
年
か
ら
市
内
の
ニ
ッ
ト
企
業
が
一
〇
社
以
上
参
加
し
て
「
五
泉
ニ
ッ
ト
フ
ェ
ス
」

を
開
催
し
、
最
近
で
は
約
五
〇
〇
〇
人
が
工
場
や
同
時
に
開
催
さ
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
見
学
に
来
訪
す
る
人
気
事

業
に
な
っ
て
い
る
。 

 

富
山
県
高
岡
市
は
漆
器
、
鋳
物
、
仏
壇
な
ど
伝
統
工
芸
の
歴
史
が
あ
る
都
市
で
あ
る
が
、
そ
の
振
興
の
た
め
２
０
１
２
年

か
ら
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
あ
る
街
並
み
を
会
場
に
、
伝
統
工
芸
を
生
産
す
る
一
五
社
が
参
加
す
る
「
高
岡
ク
ラ
フ
ト
市
場

街
」
を
開
催
し
て
い
る
。
会
場
で
は
伝
統
工
芸
の
体
験
も
で
き
る
た
め
人
気
が
あ
り
、
毎
年
、
二
万
人
以
上
が
参
加
す
る
事

業
に
な
っ
て
い
る
。 

 

栃
木
県
鹿
沼
市
は
江
戸
時
代
初
期
に
日
光
東
照
宮
の
造
営
の
た
め
に
全
国
か
ら
腕
利
き
の
大
工
や
職
人
が
集
結
し
た
場

所
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
か
ら
多
数
の
木
工
や
金
属
加
工
の
工
場
が
集
積
し
て
い
る
。
そ
こ
で
二
〇
一
八
年
か
ら
市
内
の
数
一

〇
社
の
企
業
の
工
場
を
見
学
す
る
「
か
ぬ
ま
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
開
催
し
、
普
段
は
見
学
で
き
な
い
工
場
を
解
放

し
て
い
る
。 

 

日
本
の
製
造
業
就
業
者
の
比
率
は
一
九
七
〇
年
代
の
約
三
八
％
か
ら
最
近
で
は
約
二
二
％
に
減
少
し
て
い
る
。
情
報
社
会

の
進
展
の
結
果
で
あ
る
が
、
世
界
が
流
動
す
る
現
在
、
自
国
で
必
要
な
物
財
を
生
産
で
き
る
能
力
を
一
定
以
上
保
持
す
る
こ

と
は
必
須
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
社
会
を
維
持
し
て
い
る
製
品
を
製
造
し
て
い
る
中
小
企
業
を
地
場
産
業
の
視

点
か
ら
支
援
し
維
持
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。 


